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○児童は音楽から聴き取ったことと感じ取ったことの関わ

りを捉え、音楽を表現したり味わったりすることで音楽

の力を育む。

→〔共通事項〕を学習の要とし、鑑賞と表現の学習を関連

させて学習することで、効果的に学習することができる。

○〔共通事項〕をより意識したり実感したりできるような

指導を工夫することで、児童は必要感をもって学習活動

に取り組むことができる。 2

○〔共通事項〕を学習の要とし、「音楽的な見

方・考え方」を働かせた授業の在り方を探る。

○「主体的・対話的で深い学び」を授業改善の

視点として、それぞれの領域で学習したこと

を互いに活用しながら音楽的な能力を育成で

きるような授業改善を目指す。
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○題材のねらいを達成するための適切な教材設定

○指導と評価の一体化を目指した評価方法の工夫

○児童が生き生きと学習できる授業の工夫

○豊かな学びのための対話と協働

を意識した授業展開
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○題材のねらいを達成するための、適切な教材設定

・鑑賞と表現の関連・・・要素の焦点化

全ての児童が思考判断のよりどころと
してほしい要素 ＝ B基準の要素
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○題材のねらいを達成するための、適切な教材設定

・鑑賞と表現の関連・・・口唱歌を手がかりとした

鑑賞→音楽づくり

【鑑賞】
神田囃子の締太鼓に用
いられる口唱歌を手が
かりに繰り返し聴く
（味わう）

【音楽づくり】
鑑賞で学んだ口唱歌を
使って
即興的に太鼓のリズム
をつくる
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○題材のねらいを達成するための、適切な教材設定

・鑑賞と表現の関連・・・口唱歌を手がかりとした

鑑賞→音楽づくり
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○指導と評価の一体化を目指した評価方法の工夫

・評価計画
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○指導と評価の一体化を目指した評価方法の工夫

・評価計画
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○指導と評価の一体化を目指した評価方法の工夫

・児童の表現の変容を見取るワークシート
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○児童が生き生きと学習できる授業の工夫

・即興表現までのスモールステップ

・児童が安心して思考・判断・表現できるように

1 1

○児童が生き生きと学習できる授業の工夫

・即興表現までのスモールステップ

・児童が安心して思考・判断・表現できるように

例）「１つだけ変えてごらん」

→他の児童へのヒント・安心

遊ぶ

まずは、
条件を狭く

その場の声かけ
（即時的な評価）

試す 何度も
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